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まえがき 

 

Express5800/SIGMABLADEでは、ハードウェア固有の IDであるMACアドレスやWWN、

UUID、号機番号(シリアル番号)を仮想化することができる vIOコントロール機能を提供しています。

この機能を使うと、ブレードサーバの交換や予備への切り替えを行う際に、ストレージやネットワー

クの設定にあるサーバ固有の IDを変更する必要がなくなります。SIGMABLADEでは、vIOコント

ロール機能やブート時の動作について、ブートコンフィグと呼ばれるサーバのプロファイルで管理

しています。 

 

SigmaSystemCenter 3.0以降（本書中では SSC と記載する）では、業務で用いるサーバとブ

ートコンフィグの関係を管理することが可能です。これにより、業務を構成するストレージやネット

ワークの設定への影響を抑えつつ、サーバを柔軟に運用することが可能になります。 

 

本書では、ESXi SANブート環境を例に、ブートコンフィグを用いた運用を行うための環境構築

から運用までの手順を説明します。 

 

※ vIO コントロール機能の設定方法については、EMカードのユーザーズガイド、または「vIO コ

ントロール機能ホワイトペーパー」を参照してください。 

 

注: 本書で紹介する手順では、vSphere 5.0、および ESXi5.0での手順を記載しています。 
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1. ESXi SANブート環境 

ESXi SANブート環境を例に、ブートコンフィグを活用するための導入／構築、運用の手順を紹

介します。 

大きな流れは以下のとおりです。 

 

1.2 ハードウェア構成の確認 

1.3 ブートコンフィグの作成 

1.4 ストレージの設定 

1.5 ブートコンフィグの適用と ESXiのインストール 

1.6 リソースグループの追加 

1.7 SSCおよび DPMへのマシン登録 

1.9 ポリシーの追加 

1.10 運用グループ／ホストの設定 

運用グループ／ホストの設定 

1.11 アカウントの追加

 

アカウントの追加  1.12 マシンプロファイル情報の構築 

1.13 スクリプトのコピーと収集 

1.14 ソフトウェア配布設定 

ソフトウェア配布設定 

1.15 マスタマシン登録 

マスタマシン登録 

1.16プールへの予備機追加 

1.17 運用テスト 

運用テスト 

1.8 vCenter Serverへ登録 
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1.1. 構築環境と運用イメージ 

本書の説明では、運用系のブレードを 2台(ESXiサーバ)、予備のブレードを 1台としたシステ

ムを例とします。運用中のブレードに障害が発生した場合、予備機に置換することを想定します。

また、運用中のブレードで予兆イベントが発生した場合、稼動中の VMを移動後に予備機に置換

することを想定します。 

 

 

ブートコンフィグの付け替えによる障害復旧の運用イメージについては、「ブートコンフィグ運用

ガイド 6.1. 障害復旧 (N+1 リカバリ)」を参照してください。 

Blade #1 

ESXi 

Blade #2 

ESXi 

Blade #3 

予備機 

【ターゲットアクセス不可イベント発生時】 

 

VM 

VM 

VM 

VM 

 

VM 

VM 

VM 

VM 

Blade #2 

ESXi 

Blade #3 

ESXi 

Blade #1 

故障 

予備機に置換 

【予兆イベント発生時】 
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ESXi 

Blade #2 

ESXi 

 

VM 

VM 

VM 

VM 

 

VM 

VM VM 

VM 

Blade #2 

ESXi 
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ESXi 

VM を移動、 

予備機に置換 

 
Blade#2が高負荷状態なら

ば自動的に負荷分散 

VM 

VM VM 

VM 

Blade #2 

ESXi 

Blade #3 

ESXi 

予兆イベント 

障害 

Blade #3 

予備機 

Blade #1 

故障 

Blade #1 

故障 
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以下に構築環境のネットワーク構成とストレージ構成の概要を図示します。 

 

1.1.1. ネットワーク構成 

本書で例とするシステムの物理的なネットワーク構成を以下の図で説明します。 

 

 

ブレードに実装されている物理NICを 2枚利用して、1枚目が管理 LAN、2枚目を業務 LANと

して構成するケースを想定します。 

ESXiを管理するためには、以下のようにネットワークを vSwitchに登録する必要があります。 

1. vSwitch 0 

 Management Network: ホスト(ESXi)管理トラフィックの処理をします。 

 また vMotionのトラフィック処理をします。 

 

2. vSwitch 1 

 VM Network: 仮想マシン(業務 LAN)用のネットワークです。 

 

このうち、VM Networkは管理サーバからアクセスできるように設計する必要はありませんが、 

 

Blade #1 

BMC BMC BMC 

EMカード 

192.168.1.44 192.168.1.48 192.168.1.51 

 

Blade #2 Blade #3 (予備機) 

  

NIC#2 

VM Network 

 

管理サーバ 

 

NIC#2 

VM Network 

192.168.1.40 

192.168.1.10 

ESXi #1 ESXi #2 

NIC#1 NIC#1 

Management 

Network 

Management 

Network 

192.168.1.14 192.168.1.15 
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VM Network上のSwitch管理などを行うためには、VM Networkへ管理サーバがアクセスできる

必要があります。 

また、上記に加えて、Bladeの BMCに接続し、OOB制御を可能にするネットワークが必要で

す。 

 

1.1.2. ストレージ構成 

本書で例とするシステムの物理的なストレージ構成を以下の図で説明します。 

 

 

各ブレードには FC-HBAを搭載し、運用するブレードにはESXiのハイパーバイザ領域と、デー

タストア領域を接続します。 

 

運用中のマシンに障害が発生した場合、vIO コントロール機能を利用して、運用系が利用して

いたブートコンフィグを予備機に適用し、それまで運用系だったマシンとまったく同一の UUIDや

MACアドレス、WWPNで予備機を稼動します。したがって、本構成では置換時にストレージのア

クセスコントロールを変更する必要がありません。 

 

以降では、本構成を構築するまでの手順を説明します。 

 

 

1.2. ハードウェア構成の確認 

以下のハードウェア構成で環境を構築します。 

FC-HBA FC-HBA FC-HBA 

iStorage 

esxi01 

ハイパーバ

イザ領域 

esxi02 

ハイパーバ

イザ領域  

共有 
DataStore 

Blade #1 Blade #2 Blade #3(予備機) 
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- ブレード収納ユニット   : SIGMABLADE-M 

 EM ファームウェア  : Rev. 9.02以降 

- ブレードサーバ 

 スロット 1 (Blade#1)  : Express5800/B120b-h 

 メザニンカードスロット 1 : [N8403-034] 8G Fibre Channel コントローラ 

 メザニンカードスロット 2 : (ブランク) 

 UUID   : 11111111-1111-1111-1111-111111111111 

 スロット 5 (Blade#2)  : Express5800/B120b-h 

 メザニンカードスロット 1 : [N8403-034] 8G Fibre Channel コントローラ 

 メザニンカードスロット 2 : (ブランク) 

 UUID   : 22222222-2222-2222-2222-222222222222 

 スロット 8 (Blade#3 / 予備機) : Express5800/B120b-h 

 メザニンカードスロット 1 : [N8403-034] 8G Fibre Channel コントローラ 

 メザニンカードスロット 2 : (ブランク) 

 UUID   : 33333333-3333-3333-3333-333333333333 

- スイッチモジュール 

 スイッチモジュールスロット 1 : [N8406-035] 10GbEスルーカード 

 スイッチモジュールスロット 2 : [N8406-035] 10GbEスルーカード 

 スイッチモジュールスロット 3 : [N8406-040] 8G FCスイッチ(12ポート) 

 スイッチモジュールスロット 4 : [N8406-040] 8G FCスイッチ(12ポート) 

 

通常、「1.7 SSCおよび DPMへのマシン登録」で登録するマシンの名称には、マシンの UUID

が設定されます。 

上記の各ブレードの UUIDの値は実際のお客様環境に合わせて読み替えてください。 

 

注: ブレードの BIOSバージョンや FC HBA BIOSバージョンについては、「vIO コントロール機能

ホワイトペーパー」を参照してください。 

 

 

1.3. ブートコンフィグの作成 

ブレードに適用する 2つのブートコンフィグを作成します。以下の設定手順は EMファームウェ

ア Rev. 9.02を元に説明しています。最新の情報については、EMカードのユーザーズガイドを参

照してください。 

1. EMのWebコンソールに接続し、ログインします。 

2. メニューから「ブート制御」を選択して、ブートコンフィグ選択画面を表示します。 

3. 「ブートコンフィグ設定」タブをクリックし、ブートコンフィグ設定画面を表示します。 
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4. 「読み込み元ブートコンフィグ」のプルダウンから、No.01、あるいは No.02を選択して「詳

細」ボタンをクリックします。 

 

5. ブートコンフィグの詳細が表示されますので、「編集」ボタンをクリックして、編集を開始しま

す。 

 

6. 各項目を入力します。各ページの設定項目の入力が終わったら、「次へ」をクリックして進み、

全ての設定項目について入力します。 
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 8 

 

 

7. 全ての設定項目の入力完了後に「次へ」をクリックすると、最終確認画面が表示されます。

内容を確認し、「保存」ボタンをクリックすると、「保存先」で選択した番号でブートコンフィグ

が作成されます。このとき、メザニンカード 1のポート 1、ポート 2の仮想WWPNの値を控

えておいてください。次項の iStorageのアクセスコントロール設定で使用します。 

 

 

この値を控えておく 



 

 9 

下表に、設定値の詳細を示します。 

 

ページ 設定項目 設定値(config_1) 設定値(config_2) 備考 

基本設定 保存先 No.1 No.2  

 ブートコンフィグ名 config_1 config_2 英数字、"-"(ハイフン)、

"_"(アンダースコア)のみ。

31文字以内 

 ブレードサイズ 高さ 1、幅 1 高さ 1、幅 1  

 ブートコンフィグ 設定する 設定する  

 1st Priority(PXE boot) 設定する 設定する  

 2nd Priority FC FC  

 ブレード優先度 任意 任意 電力割り当ての優先度 

 複数ブレードでの使用許

可 

設定しない 設定しない  

 ブート制御エラー発生時

の電源オンポリシー 

停止する 停止する  

 NIC Partitioning 任意 任意  

 論理グループ割り当て 設定しない 設定しない スマートパネルと本機能は

同時使用不可。 

 vIO コントロール機能 使用する 使用する  

 グループ ID 1-1 1-2 vMAC, vWWN, vUUID等

の値を決める識別子。シス

テム内で一意になるように

設定する。 

上位桁は 1～64、下位桁

は 1～32。 

 仮想 UUID 設定する 設定する  

 仮想号機番号 設定する 設定する  

PXE ブートデバイス 標準 LANポート 1

を選択 

標準 LANポート 1

を選択 

 

 VLANID 使用しない 使用しない  

FC詳細 ブートデバイス メザニンカード 1 メザニンカード 1  

 Target WWPN 

(ポート 1) 

ブート先(iStorage)

のWWPN 

ブート先(iStorage)

のWWPN 

 

 Target LUN(ポート 1) ブート先の LUN番

号 

ブート先の LUN番

号 

0～255 

 Target WWPN 

(ポート 2) 

ブート先(iStorage)

のWWPN 

ブート先(iStorage)

のWWPN 

 

 Target LUN(ポート 2) ブート先の LUN番

号 

ブート先の LUN番

号 

0～255 

 

1.4. ストレージの設定 

前項で控えた仮想WWPNから、ブートディスクにアクセス可能になるように、アクセスコントロ

ール設定を行います。iStorageの設定については、「FC SANブート導入ガイド」を参照してくださ

い。なお、各ブレードの BIOS設定(ブート設定)や、FC HBA BIOS設定に関しては、ブートコンフィ

グで設定されるため、手動で設定する必要はありません。 

 

[設定のポイント] 
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 2台の Blade用に LDセットを 2つ作成します 

 「1.1.2ストレージ構成」で示したように LD を 3つ作成します 

 アクセスコントロール設定は、「1.3ブートコンフィグの作成」で控えた vWWPNの値を

利用します 

 

1.5. ブートコンフィグの適用と ESXiのインストール 

 

1.5.1. ブートコンフィグの適用 

「1.3ブートコンフィグの作成」で作成したブートコンフィグ”config_1”、”config_2”を、それぞれブ

レードスロット 1、ブレードスロット 5のブレードサーバに適用します。 

ブートコンフィグ選択画面を開き、各スロットのプルダウンメニューから、それぞれ config_1、

config_2を選択し、「適用」ボタンをクリックしてください。 

 

ブートコンフィグ適用処理が開始され、しばらくして、下図の画面が表示されれば、適用完了で

す。 
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1.5.2. VMware ESXiのインストール 

VMware ESXiのインストールについては、各種マニュアルを参照してください。 

 

[設定のポイント] 

 スロット 1 (Blade#1の論理マシン) 

ホスト名： esxi01 

IPアドレス： 192.168.1.14 

ドメイン： tokyo-datacenter.net (ご使用の環境に合わせてください) 

 スロット 5 (Blade#2の論理マシン) 

ホスト名： esxi02 

IPアドレス： 192.168.1.15 

ドメイン： tokyo-datacenter.net (ご使用の環境に合わせてください) 

 

1.6. リソースグループの追加 

SIGMABLADE という名前のリソースグループを追加します。以下の手順で追加します。 

1. リソースビューを開き、ツリーの[マシン]ノードをクリックします 

2. 画面右の[設定]→[グループ追加]をクリックします 

 

3. [名前]に SIGMABLADE と入力し、[OK]ボタンをクリックします 

 

1.7. SSCおよび DPMへのマシン登録 

VMware ESXiのインストール後、マシン登録スクリプトを実行し、SSCおよびDPMへマシン登

録を行います。以下の手順でマシンを登録してください。 

1. 管理サーバ上でコマンドプロンプトを開きます 

2. スクリプトがあるフォルダに移動します 

 

3. スクリプトを実行します(第一引数は EMカードの IPアドレス、第二引数は「1.6 リソースグ

C:¥> cd C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio 
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ループの追加」で追加したリソースグループ名です) 

 

4. 「Succeeded.」が表示されるとマシン登録は完了です 

 

上記コマンドを実行することで 3台の物理マシンと 2台の論理マシンをSIGMABLADEリソース

グループに登録します。 

通常、マシン登録スクリプトによって登録したマシンの名称には、以下のようにマシンの UUID

が設定されます。 

 マシン名「11111111-1111-1111-1111-111111111111」(Blade#1の物理マシン) 

 マシン名「22222222-2222-2222-2222-222222222222」(Blade#2の物理マシン) 

 マシン名「33333333-3333-3333-3333-333333333333」(Blade#3の物理マシン) 

 マシン名「44444444-4444-4444-4444-444444444444」(Blade#1の論理マシン) 

 マシン名「55555555-5555-5555-5555-555555555555」(Blade#2の論理マシン) 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio> RegisterMachinevIO.bat 

192.168.1.40 SIGMABLADE 



 

 13 

 

1.8. vCenter Serverへ登録 

マシン登録スクリプト実行後、vCenter Serverへ登録してください。また、登録後に「1.1.1ネット

ワーク構成」の構成となるようネットワークの設定を行います。 

関連情報: 各設定の詳細については、VMware社発行の各製品マニュアルを参照してください。 

 

SigmaSystemCenterにサブシステムとして vCenter Serverが登録されていない場合は、登録

してください。サブシステム登録については、「SigmaSystemCenter 3.9 コンフィグレーションガイ

ド」の「4.2.1. VMware vCenter Serverをサブシステムに追加するには」を参照してください。 

既に vCenter Serverがサブシステム登録されている場合は、VMware vCenter Serverに対し

て収集を実行します。収集については、「SigmaSystemCenter 3.9 リファレンスガイド Web コン

ソール編」の「2.9. サブシステムの詳細情報」を参照してください。 

情報収集が完了すると、論理マシンとして構築し vCenterServerに登録したマシンの名称は、

以下のように vCenterServerで管理されている名称に更新されます。 

 マシン名「esxi01.tokyo-datacenter.net」(Blade#1の論理マシン) 

 マシン名「esxi02.tokyo-datacenter.net」(Blade#2の論理マシン) 

 

vCenter Serverのサブシステム登録、もしくは収集実行後、インストールした VMware ESXiが

サブシステムに追加されます。サブシステム編集を行い、適切なアカウント情報を設定してくださ

い。サブシステム編集については、「SigmaSystemCenter 3.9 リファレンスガイド Web コンソー

ル編」の「2.9. サブシステムの詳細情報」と「2.11.14. サブシステム編集 (VMware ESXi)」を参

照してください。 

 

1.9. ポリシーの追加 

障害発生時のポリシーを追加し、復旧アクションを編集します。 

vSphere 5.0、および ESXi 5.0以降を利用する環境では、OOB Management 管理機能を利

用した監視設定を行います。 

詳細については、「SigmaSystemCenter 3.9 リファレンスガイド」の「2.5 死活監視」、「2.6 ハ

ードウェア監視」を参照してください。 

 

以下の手順で設定を行います。 

1. 管理ビューを開き、ツリーの[ポリシー]をクリックします 

2. 画面右の[設定]→[ポリシー追加]をクリックします 
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3. [名前]に policy-esxi と入力、[テンプレート]で [標準ポリシー(仮想マシンサーバ 予兆)] 

を選択し、[OK]ボタンをクリックします(名前は任意で構いません) 

 

4. 追加したポリシーの[プロパティ]アイコンをクリックし、ポリシープロパティ設定画面で[監視

イベント]タブをクリックします 

 

 



 

 15 

5. ポリシー規則名「VMSアクセス不可」を有効にし、「ターゲットアクセス不可」を無効にしま

す 
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6. ポリシー規則名「VMSアクセス不可」、「～(復旧不能)」の[編集]アイコンをクリックし、[イベ

ントに対するアクション]を編集します 

 

 

7. 最下部の[アクション]「VMS操作/ 稼働中の VMを移動(Migration, Failover)」を「マシン操

作/ マシン置換」に置き換え、[適用]ボタンをクリックします 
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8. 手順 5.に戻り、「ファン/冷却装置異常(復旧不能)」「電圧異常(復旧不能)」「筐体温度異常

(復旧不能)」のポリシー規則も同様に編集します 

 

9. [戻る]ボタンで[ポリシー規則一覧]に戻り、[HW 予兆：～]のポリシー規則を編集します 

 

 

10. [編集]アイコンをクリックし、[イベントに対するアクション]の最下部のアクション「VMS操作/ 

VMサーバ停止(予兆)」を「マシン操作/ マシン置換」に置き換え、[適用]ボタンをクリックし

ます 
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11. 手順 9.に戻り、その他の HW予兆のポリシー規則も同様に編集します 
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1.10. 運用グループ／ホストの設定 

運用グループ／ホストを設定します。以下の手順で設定を行います。 

 

1.10.1. 運用グループの追加 

1. 運用ビューを開き、ツリーの[運用]ノードをクリックします 

2. 画面右の[設定]→[グループ追加]をクリックします 

 

3. [名前]に ESXi と入力、マシン種別は[VM サーバ]を選択、[OS 種別]で [Linux] を選択し、

[OK]ボタンをクリックします 

 

1.10.2. 運用グループのプロパティ設定 

1. ツリーの[ESXi]をクリックし、画面右の[設定]→[プロパティ]をクリックします 

2. [全般]タブの[ポリシー名]で [policy-esxi] を選択します(「1.9 ポリシーの追加」で追加した

ものです) 
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3. [性能監視]タブを開きます 

 

4. 以下の値を入力し、[適用]ボタンをクリックします 

性能データ収集設定 チェックボックスをオンにします 

プロファイル名 [Builtin]Standard Monitoring Profile (1min) を

選択します 

IPアドレス SystemMonitor管理サーバの IPアドレスを入

力します 

ポート番号 SystemMonitor管理サーバのポート番号を入

力します 

アカウント 監視対象ホストへのアクセスに利用するアカウ

ントを入力します 

パスワード [パスワード更新]チェックボックスをオンにして、

アカウントのパスワードを入力します 

※[性能監視]タブの設定は、次項のモデルのプロパティでも設定できます。 
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5. [VM最適配置]タブを開きます 

 

6. [SystemMonitor性能監視から高負荷・低負荷イベントを受信する]チェックボックスをオン

にし、[適用]ボタンをクリックします 

7. [死活監視]タブを開きます 
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8. [死活監視機能を有効にする]チェックボックス、および、[ESMPRO/SMに登録する]チェッ

クボックスをオフにし、[適用]ボタンをクリックします 

9. [戻る]ボタンをクリックします 

 

1.10.3. ホストの追加 

ホストの自動生成機能を利用して、「1.5.2 VMware ESXiのインストール」で説明した 2台のホ

ストを追加します。 

1. [運用]ツリーから運用グループアイコンをクリックし、[ホスト一覧]グループボックスから [ホ

スト追加] をクリックします 

2. 下図のように値を入力します 

  

自動生成のベースとなる

ホストの名前です 

自動生成のベースとな

るホストの IPアドレスで

す 
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1.11. アカウントの追加 

OOBアカウントを追加します。以下の手順で追加してください。 

1. リソースビューを開き、ツリーの[マシン]→[SIGMABLADE]リソースグループをクリックしま

す 

2. [マシン一覧]からマシン「11111111～」(Blade#1)をクリックします 

3. 画面右の[設定]→[プロパティ]をクリックします 

 

4. [アカウント情報]タブを開き、[追加]をクリックします 

5. 次の手順で Blade#1の OOBアカウントとプロトコルを設定します。 

 

(1) 下表にしたがい、アカウントを設定します 

アカウントタイプ OOB 

ユーザ名 BMCに設定されている管理者のユーザ名 

パスワード BMCに設定されている管理者のパスワード 

接続先 BMCの IPアドレス 

(2) 

(1) 

(5) 

(3) 

ユーザ名とパスワードは

BMCの設定にあわせて

ください 

(4) 
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(2) [プロトコル一覧]で[追加]をクリックします 

(3) [プロトコル追加]の[IPMI]チェックボックスがオンであることを確認します 

(4) [プロトコル追加]の[OK]ボタンをクリックします 

(5) [プロトコル一覧]の[OK]ボタンをクリックします 

6. 2.～5.の手順をマシン名「22222222～」のマシン(Blade#2)と「33333333～」のマシン

(Blade#3) についても実行します 

 

注: アカウントの登録は、必ず物理マシン側に登録してください。論理マシンにアカウントを登

録した場合、マシン置換操作の失敗の原因となります。 

論理マシンにアカウントを登録し、稼動させた場合は、「ブートコンフィグ運用ガイド 7.11. 論理

マシンにアカウントを登録した場合の対処」を行ってください。 

 

1.12. マシンプロファイル情報の構築 

「1.10.3ホストの追加」で追加したホストのマシンプロファイル情報にブートコンフィグ情報を登

録します。以下の手順で登録してください。 

1. 管理サーバ上でコマンドプロンプトを開きます 

2. スクリプトがあるフォルダに移動します 

 

3. ホスト esxi01と esxi02に対してスクリプトを実行します(第一引数は EMカードの IPアドレ

ス、第二引数は「1.10.1 運用グループの追加」で追加した運用グループ名、第三引数は

「1.10.3 ホストの追加」で追加したホスト名、第四引数は「1.3ブートコンフィグの作成」で作

成したブートコンフィグ名です) 

 

 

1.13. スクリプトのコピーと収集 

SSCのローカルスクリプト機能で利用するファイルのコピーと編集、SSCへの取り込み手順を

説明します。 

 

1.13.1. スクリプトのコピー 

ブートコンフィグ適用/解除/チェックスクリプトの雛形は、以下にインストールされます(SSCイン

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio> SetProfilevIO.bat 192.168.1.40 

ESXi esxi01 config_1 

Succeeded. 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio> SetProfilevIO.bat 192.168.1.40 

ESXi esxi02 config_2 

Succeeded. 

 

C:¥> cd C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio 
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ストール先がデフォルトの場合)。 

 

これらのファイルをScript配下にコピーします。コマンドプロンプトを開き、以下のコマンドを実行

します。 

 

 

1.13.2. スクリプト収集 

「1.13.1 スクリプトのコピー」でコピーしたファイルを以下の手順で、SSCに取り込みます。 

1. リソースビューを開き、ツリーの[ソフトウェア]ノードをクリックします 

2. 画面右の[操作]→[スクリプト/ファイル収集]をクリックします 

 

3. ツリーに[スクリプト]が表示され、コピー/編集したスクリプトが表示されます 

C:¥>cd C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio¥ 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio>copy 

ApplyBootConfig.bat ..¥..¥Script¥ApplyBootConfig.bat 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio>copy  

ReleaseBootConfig.bat ..¥..¥Script¥ReleaseBootConfig.bat 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio>copy 

CheckApplyingState.bat ..¥..¥Script¥CheckApplyingState.bat 

C:¥Program Files (x86)¥NEC¥PVM¥opt¥vio¥ 

  ApplyBootConfig.bat ・・・・【雛形】ブートコンフィグ適用スクリプト 

  ReleaseBootConfig.bat ・・【雛形】ブートコンフィグ解除スクリプト 

  CheckApplyingState.bat・・【雛形】適用状況チェックスクリプト 
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1.14. ソフトウェア配布設定 

「1.13.2 スクリプト収集」で SSCに取り込んだスクリプトファイルを ESXi運用グループのソフト

ウェア配布に設定します。 

1. 運用ビューを開き、ツリー[運用]→[ESXi]運用グループをクリックします 

2. 画面右の[設定]→[プロパティ]をクリックします 

3. [ソフトウェア]タブをクリックします 

以降、適用/解除/チェックスクリプトをそれぞれ設定します。 

 

1.14.1. 適用スクリプトの設定 

 

1. グループプロパティの[ソフトウェア]タブで、 [追加]をクリックします 

2. ソフトウェア追加ダイアログボックスで、以下を設定して[OK]ボタンをクリックします 

ソフトウェア種別 スクリプト 

配布タイミング 構築時 

ApplyBootConfig/<localhost>のチェックボックスを Onにする 

3. [ソフトウェア]タブで[適用]をクリックします 

 

(1) 

(2) 
(3) 
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1.14.2. 解除スクリプトの設定 

 

1. グループプロパティの[ソフトウェア]タブで、 [追加]をクリックします 

2. ソフトウェア追加ダイアログボックスで、以下を設定して[OK]ボタンをクリックします 

ソフトウェア種別 スクリプト 

配布タイミング 解体時 

ReleaseBootConfig/<localhost>のチェックボックスを Onにする 

3. [ソフトウェア]タブで[適用]をクリックします 

 

(1) 

(2) (3) 
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1.14.3. チェックスクリプトの設定 

 

 

1. グループプロパティの[ソフトウェア]タブで、 [追加]をクリックします 

2. ソフトウェア追加ダイアログボックスで、以下を設定して[OK]ボタンをクリックします 

ソフトウェア種別 スクリプト 

配布タイミング 稼働時 

CheckApplyingState/<localhost>のチェックボックスを Onにする 

3. [ソフトウェア]タブで[適用]をクリックします 

(1) 

(2) (3) 
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1.15. マスタマシン登録 

「1.5ブートコンフィグの適用と ESXiのインストール」でインストールした ESXiサーバを SSC上

でマスタマシン登録します。以下の手順で登録してください。 

1. 運用ビューを開き、ツリー[運用]→[ESXi]運用グループをクリックします 

 

2. [ホスト一覧]で[esxi01]のチェックボックスをオンにします 

3. [マスタ登録]をクリックします 

4. [共通プールから選択]ラジオボタンを選択し、[次へ]ボタンをクリックします 

5. 論理マシン「esxi01.tokyo-datacenter.net」を選択し、[次へ]ボタンをクリックします 

6. [完了]ボタンをクリックします 

7. ホスト esxi02についても論理マシン「esxi02.tokyo-datacenter.net」で 2.～6.の手順を実

行します 

 

1.16. プールへの予備機追加 

ESXグループに予備機を追加します。以下の手順で予備機をプールに追加してください。 

1. 運用ビューを開き、ツリー[運用]→[ESXi]運用グループをクリックします 

2. 画面右の[操作]→[プールに追加]をクリックします 

3. マシン名「33333333～」のマシン(Blade#3)を選択し、[OK]ボタンをクリックします 

 

(1) 

(2) 
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1.17. 運用テスト 

より実際の環境に近づけるために、DataStore領域に VMを作成し、SSC上で稼動させている

状態でテストされることをお奨めします。VMの作成や稼動については「SigmaSystemCenter 3.9 

コンフィグレーションガイド」の「6. 仮想環境を管理、および運用するための設定」と「8.2. グルー

プで稼動する」を参照してください。 

 

esxi01ホストとして稼動しているマシン名「11111111～」のマシン(Blade#1)を、マシン名

「33333333～」のマシン(Blade#3)で置換します。置換後の状態は下図のようになります。 

 

 

以下に置換後のネットワーク構成とストレージ構成を図示します。 

 

Blade #1 

ESXi 

Blade #2 

ESXi 

Blade #3 

予備機 

【ターゲットアクセス不可イベント発生時】 

 

VM 

VM 

VM 

VM 

 

VM 

VM 

VM 

VM 

Blade #2 

ESXi 

Blade #3 

ESXi 

Blade #1 

故障 

予備機に置換 

障害 
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 置換後のネットワーク構成図 

 

 

Blade #1(停止)→予備機 

BMC BMC BMC 

EMカード 

192.168.1.44 192.168.1.48 192.168.1.51 

 

Blade #2 予備機→稼動 

 

192.168.1.14 

 

NIC#2 

VM Network 

 

192.168.1.15 

管理サーバ 

 

NIC#2 

VM Network 

192.168.1.40 

192.168.1.10 

NIC#1 NIC#1 

Management 

Network 

Management 

Network 
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 置換後のストレージ構成図 

 

 

1.17.1. 手動による置換 

手動で置換を実行する場合は、以下の手順で実施します。 

1. 運用ビューを開き、ツリー[運用]→[ESXi]運用グループをクリックします 

2. [ホスト一覧]で[esxi01]のチェックボックスをオンにし、[操作...]コンボボックスで[マシンの置

換]を選択します 

 

3. マシンの置換方法として[マシンを手動選択]、[グループプールから選択]を選択して[次へ]

をクリックします 

FC-HBA FC-HBA FC-HBA 

iStorage 

esxi01 

ハイパーバイ

ザ領域 

esxi02 

ハイパーバイ

ザ領域  

共有 
DataStore 

Blade #1(停止)→予備機 Blade #2 予備機→稼動 
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4. プールのマシンを選択して[次へ]をクリックします 

5. [完了]ボタンをクリックします 

 

【置換後の確認ポイント】 

 置換前にリソースビューの SIGMABLADE リソースグループに属していた論理マシン

esxi01.tokyo-datacenter.netがそのまま存在すること 

 リソースビューの論理マシン esxi01.tokyo-datacenter.net ノードに関連付く物理マシ

ンがマシン名「33333333～」のマシン(Blade#3)になっていること 

 置換前に稼動していた VMが、置換後のマシンで稼動していること 

 

1.17.2. イベント契機のポリシー動作 

イベント契機のポリシー動作による置換を実行する場合は、以下の手順で実施します。 

1. 論理マシン esxi01.tokyo-datacenter.netのコンソールにログインし、シャットダウンを行っ

てください。または、マシン名「11111111～」のマシン(Blade#1)のWeb コンソールにログイ

ンし、「リモート制御」メニューから「強制電源 OFF」を実行してください。 

2. vCenter ServerよりVMSアクセス不能イベントが通知され、ポリシーアクションが動作しま

す 

 

【置換後の確認ポイント】 

 物理マシン Blade#1は故障状態であること 

 置換前にリソースビューの SIGMABLADE リソースグループに属していた論理マシン

esxi01.tokyo-datacenter.netがそのまま存在すること 

 リソースビューの論理マシン esxi01.tokyo-datacenter.net ノードに関連付く物理マシ

ンがマシン名「33333333～」のマシン(Blade#3)になっていること 

 置換前に稼動していた VMが、置換後のマシンで稼動していること 
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1.17.3. 予兆イベントについて 

テスト用に予兆イベントは発生させることができないので、運用テストを行うことはできません。 
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